Estuary Englishの可能性 by 飯島 周
EstuaryEnglishの 可 能 性
飯 島 周
〈本 小論 の 目的 は、 いわゆ るEstuaryEnglish(文 字通 りに は 厂河 口地
帯英語」以 下EEと 略す)の 現状 とその将 来 につ いての考 察で ある>
1.EEと い う概念 と名称 は、1980年 代初 期 に イギ リス の言 語 学 者
DavidRosewarneに よって提唱 され、以後 多 くの研究者 の注 目を浴 び、
現在 で はほぼ確 立 した もの とな って い る。









す な わ ち、(1)と(2)で は多 少 の差 はあ る もの の、EEはCockneyと
ReceivedPronunciation(「 容 認発音」以 下RP)の 中間体、又 は混成体
であ ると言 える。そ こで、EEの 実 態 を認識 す るた めの前提 として、まず
CockneyとRPに つ いて検討 す る必要 があ る。
II.Cockneyと は、伝統 的に、"BowChurchの 鐘の音が 聞 こえる範 囲
内 に生 まれた ロン ドン子"と され るが、 同時 にその言葉 を も指 した。 た
だ し、 ここでの意味 は 「ロン ドン市街 地 を中心 とす る一方言 で、主 とし
て労働者 階級が用 いる もの」 と解釈 すべ きであ ろう。次の記述 はそれ を
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(3)に 示 さ れ る よ う に 、Cockneyの 諸 特 徴 は 、音 声 的 な 部 分 を 中 心 と し
て 、 次 第 にmiddleclassに 滲 透 ・拡 散 し て い る 。 そ れ で も 、G.B.Shaw
の 描 い たPygmalion(1912)の世 界 、 つ ま り ミ ュ ー ジ カ ルMyFaiyLady
に 見 ら れ る 、Cockneyを 卑 俗 と し、 排 除 す る傾 向 は 、 ま だ 一 部 に 残 っ て





も ち ろ ん 、(4)の 文 が 書 か れ て か らす で に20年 近 く経 て お り、 社 会 情 勢
の 急 速 な 進 展 は 、Cockneyの 地 位 を は る か に 向 上 さ せ て い る 。










(5)に述べ られてい るよ うに、RPは 発音 その もので あ るが、いわ ゆ る
StandardEnglish(以 下SE)と の関連 も考慮 すべ きで あ る。RPとSE
は、時 に混同 され るが 、一般 にSEと は語 彙 と文法 の面 での基準 であ る。
さ らに、(5)に明記 されてい るよ うに、実 際のRP使 用者 はご く少数で あ る
か ら、SE使 用者 の大部分 はRP以 外 の発音、つ ま り各地 のaccentを 用 い
て いる ことにな る。従 って、SEは 書 き言葉 としての標準 形式 と理解 され
る(こ の点 は、 日本 にお ける共通 語 につ いて も同様 で ある)。 念 のため繰
り返 すが、SE使 用者 は必 ず しもRP話 者 で はない。
一方、RP話 者 は同時 に社会的優越性 を持 つ とされて来 た。それ はRP
が"regionallyneutralaccent"であ り、 歴史的 に見 る と"theprestige
speechoftheCourtandthepublicschools"に由来す るか らで ある。RP
はさ らに"Oxbridgeacademics"の言葉や"BBCEnglish"と して採用 さ
れ、BritishEnglishの 規 範 となった。 しか し、 その中 には何種 ものタイ
プが生 じてい る。 た とえば、GeneralRP,RefinedRP,RegionalRPで
ある(GimsonandCruttenden,1994p.80)。この3種 の うち、2番 目
の ものは、いわ ゆ るupper-class的 な階級性 が強 く、勢力 は減少 しつつ あ
る。 最後 の もの は、地方性 が強 く、全体 として勢力 を増 しつつ あ る。
ただ、上記 の各種 の境界 は実際 にfuzzyで,RPは 一 つのSpectrum又
はContinuum(連 続体)を な してい る。 この ような連続体 は、社会 ・文
化現 象のすべ ての分 野 にお いて複雑 な形で存在 し得 る。言語 の分野 で も、
水平面 だ けで な く、(2)に 示 され た ような上下関係 にお ける連続 体 を も設
定 で き るで あ ろ う。 それ は、'た とえ ばlnternationalEnglishやNew
Englishesの 分野 におけ るモデル としての、Basilect(基 層語)、Mesolect
(中層語)、Acrolect(高 層語)で 構 成 され る ような連続体 であ る。(McAr-
thur,1998pp.5-6参 照)②
従 って、(2)に 述 べ られ てい るEEの 連続体 の一端 とな るRPの 位置 づ
け も、当然 それ に準ず る。しか し、Cockneyと は対 照的 に、RPの 社会 的
権威 は全体的 に下 降 しつつ ある。
N.こ こで、EEの 具体像 を考 えてみ よ う。
EEの 実態報告資料 として、手 頃 と思わ れ るの は、Rosewarne,1994b
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とCoggle,1993で ある。
前 者 は、RPとEEの 特 徴的 な相 違点 を、IPA(国 際音 声学協会)の 簡
略記 号 を用 いて比 較 し、EEの 体系 的記 述 の第一 歩 を目指 して いる。
以 下、 その対比 事項 の一部 を、や や整 理 して引用 す る。
a.RPのdarklは 、概略EEの/w/又 は/uw/に 対応 す る・ た とえ
ばRP/,lelfll/(shellfish):EE/'lewfll/,RP/i:1/(ee1):EE/i:uw/など。
b.RPのsyllable-final、 お よ びintervocalicの/t/:EE/P/(glottal
stop「 声 門閉鎖 音」)。た とえば/1?/(it),/ノbn?a/(butter),/ノne?w3:k/
(network)な ど。
c.RPのinitialの/t/:EE/ts/。た とえ ば/tsar/(tea)な ど・




f.RPの/1/:EE/i:/。 た とえば/'veri:'prlti:/(verypretty)な ど・
9.RPの/εe/:EE/m/。た とえぼ/bおed/又 は/ba∋1d/(bad)な ど。
h.RPの/e1/:EE/ai/。 た と え ば/sai/(say)な ど。Cockneyで は
/sni/o
i.RPの/・aiδe/:EE/'i:δ θ/(either)。Cockneyで は/ノi:va/。
上 記 の他 、EEの 特 徴 の一 つ と して、Yodの 脱 落、 た と えば/nu:z/
(news)、 発音 におけ るOrthographicform(正 書法 の形式)とHypercor-
rection(過 剰訂正)が あげ られてい る。た とえば/'wedanzdai/(Wednes-
day)な ど。ただ し、Cockneyの 場合 と異 な り、ourやeveryな どの語頭
につ く過剰訂 正 の/h/は 、EEで は用 いない。
Rosewarneは 学 問的な立 場か ら分析 す るこ とを試 みて お り、ある程度
の成果 を示 した。
一 方、Coggle,1993は 、(2)に 述 べ られ た連続体 を上下 縦断 的に眺め、
その両 端 にあ るCockneyとRPを 常 に視野 に入 れ てEEを 説 明 し よう
とす る。全体 的 には、専 門的 と言 うよ り一般読 者 向けであ り、Rosewarne,
1994bど は記述法が異 な るが、あ る意味で はわか りやす い点が あ る。多少
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(ほ と ん ど のtはtapさ れ る が 、1.の 場 合 ほ ど し っ か り し て い な い 。













(withのthが6.の 場 合 はvに な る こ と に 注 意 。EEで は そ う な る こ
と は 少 な い)
こ の 例 は 、連 続 体 内 部 で の 移 行 状 態 を 示 す モ デ ル で あ り 、現 実 に は も っ
と複 雑 で あ ろ う。
も ち ろ ん 、 発 音 ば か りで な く、 語 彙 や 文 法 に 関 し て も同 様 な 連 続 体 が
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存在 してお り、二重否定 やQuestion-tagな ど、注 意すべ き点 は多い。た
とえば、Cockney寄 りのEE話 者 は完全 否定 の際 に二重否定 を使 う傾向
が あ り、主流 派 はそうではない。Question-tagに つい て も同様 で、 その
形式 として、righ'(right)aやinni'(isn'tit)Pが多用 され ると言 う。 な
お、Americanismに 対 してopenで あ るこ とも指 摘 され てい る。
その他 の参 考例 として、Coggleの 本 の表紙 には、OxfordEnglishを 話




この例 は、連続 体の両端 とまで は言 えないが、語法 や単 語の面 で、 明
らか に差 異 を示 す。す なわち、(A)はformalな 感 じで、(B)は くだ け過 ぎて
い る印象が ある。なお、TelはTerenceの 略 で、実際 には/tseuw/と 発
音 され るだ ろ う。EEのr音 は一 般 に[w]に 近 く、そのた め1で 表記 され
やす い。(通例 日本語で はr、 中国語 で は1で 表記 され る音素 が、音声的 に
は、 それぞれ1お よびrの 各種 にわた る可能 性が あ る こと た とえば
日.raito:英.right,light中.Laiyin:英.Rhine、独.Rheinな ど
を参 照 されたい)
以上 で、不十分 な説 明で はあるが、次の問題 に移 りた い。
V.EEは 、前述 の通 り、本 来Thames河 口地帯 、す なわ ちロ ン ドンを
中心 とす るイ ングラ ン ド南東部 の地域 的方言 を指 すが、現在 その通用範
囲 はは るか に広が ってい る。
この問題 につ いての、Crystal,1996の 説明 によれ ば、 ロン ドンの影 響
を受 けた話 し言葉 は、すで にThames以 外 に、イ ングラン ドの3つ の川、
北 東 のHumber、 北西 のDee、 西 のSevernの 各河 口地帯 にまで達 してい
る。
この ような地域 的拡 張 に加 えて、EEは 社 会的 に も勢 力 を伸長 しっっ
あ る。職業 を問わず一般労働者 か ら管理職 まで、芸能人 、学者、政治家、
その他 いず れの階層 に も浸 透 し、王室 の若 い世 代 に までEEと 共 通 の特
徴 が見 られ るようになった。
6
EEの 発 生 および発 展 は、もち ろん歴史 的事情、特 に第2次 世界 大戦後
の社会情勢 と密接 に関連 す る。 とりわ け、 ロ ン ドン市街部 の労働 者 の周
辺 への大量移 住、ロ ン ドンへ の通勤 圏 の拡大 に よ り、Cockneyの 通用範
囲が急速 に広が った上 に、マ スメデ ィア のパ ー ソナ リテ ィや関係 者 たち
が好 んで使 用す る ようにな った ことが有力 な原 因 とされ る。 その他、社
会的平均化 の進行、 つ ま り都市労働 者大衆 の社会 的上昇指 向、お よび中
流専門職 階級 の大衆化指 向 との融合 の結果 と言 うこ ともで きよう。
VI.EEの 現状 は前述 の通 りで あるが、その将来 の予測 について は、ど
うで あろ うか。
(1)に明記 されてい るように、EEが すで にRegionalRPの 段階 に達 し
て いるな らば、 イギ リス国民 の各層 に文 字通 り"receive"さ れ る可能性
は大 きい。 しか し、 この点 について は、 まだ検 討 の余地 が ある。
ただ、EEに とって有利 な材料 がい くつ か考 えられ る。その一 つは、い
わ ゆ る"yuppies"(youngurbanprofessionals)、つ ま り社 会的 に最 も活
動 的な階 級 の支持 を受 けてい るこ とであ る。 この人 たちは、社会 的 に成
功 して も、従 来 とは異な り、伝統 的なRPに 言葉 を切 りか えよ うとはしな
くなってい る。
その こ とと関連 す る資料 として、Rosewarne,1998に 興 味 あ る記 述が
ある。それ に よれ ば、 イギ リス労働党 の現首 相TonyBlairが 、 ポ ピュ
ラーなテ レビ番組 の中 で、彼 のい つ もの"near-RPaccent"を"down-
wards"に 調整 してEEを 用 い、さ らにCockneyの 方 向にさ え進 んだ、と
い うこ とで あ る。③この事実 は、マス メデ ィア にお けるEEの 勢力 と関係
づ けられ、 その有効性 の高 さを示 す もの である。
Rosewarne1994aで 提示 された質 問、"EstuaryEnglish‐tomorrow's
RP?"に 対 す る答 はまだ確 定的で はない。しか し、EEが イ ギ リス におけ
る最 も有力 な言語形 式 とな り、 国際的 な英語教育 のモデル とな る可能性
は、予想外 に大 きいか もしれ ない。
[注]
① 当然の ことだが、どの言語の場合で も、学校教育やマスメディアの影響で、
各地の方言色は薄められ、ある種 の共通語が発達 して来 る。Cockneyの 場合
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も、そのような理由で、RPの 方向への、いわば上昇作用が存在 している。
この作用 は、EEの 成立に とって重要な条件である。ただ し、意図的 にCock-
neyを 保 持す ることもあるだ ろう。筆者の経験 で は、ロ ン ドン塔 の守衛
(Beefeater)に は[Ai'i:nf](eighteenth)と 発音 す る者 もいた し、British
Museumの 受付で[う:kni](0.K.)と 言われたこともある。 、
② この3者 の関係 をBritishEnglishの 南東部 に当てはめれば、次の図が想







な お 、NewEnglishesと は`NewVarietiesofEnglish'のこ と で あ る。 た
と え ばIndianEnglishやAfricanEnglishesなど。 この 問 題 に 関 して は 、J.
Plattetal.1984TheNewEnglishes.London,Routledge.andKegan
Pau1(拙 訳 『"新英 語"の 実 相 』1991東 京 、 松 柏 社)な ど を参 照 さ れ た い 。
③ そ の 実 例 の 一 つ と して"Theypu?onali?uwshowforus."(=Theyput
onalittleshowforus.)カa示さ れ て い る 。 す な わ ち 、tの 脱 落(正 確 に は
声 門 閉 鎖 音 化)お よびdarkヱ の 母 音(uw)化 で あ る 。 そ の 他 、aitch(=h)
を脱 落 させ た こ と の指 摘 が あ り、さ ら に 、Blairと 同 じOxfordの 出 身 で あ る
保 守 党 の 指 導 者W.Hagueと の仮 空 の 対 話 、`TonyteachesBilltospeak
EstuaryEnglish'が 付 録 と して つ け られ 、
HaguehaslearntthelinkbetweenEstuaryEnglish,footballand
popularitywiththe`people.'
と い う皮 肉 な結 び の 文 で終 っ て い る。
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